
先生各位

謹啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のご愛顧を賜り、有難く厚く御礼申し上げます。

この度、下記検査項目につきまして、検査の受託を開始いたしますので、ご案内申し上げます。

抗利尿ホルモン(ADH)(AVP)検査とグルカゴン検査におきましては、体外診断用医薬品(キット)

の国内販売が中止され、当所においても、抗利尿ホルモン(ADH)(AVP)検査は2012年 3月29日より、

グルカゴン検査は2010年 1月30日より受託中止しておりましたが、今回、新たに体外診断用医薬

品(キット)が上市されましたので、検査受託を開始させていただきます。

　謹白

● 受託開始日 2014年3月31日（月）受付分より

● 新規受託項目

※ 本検査の試薬添付文書には「デスモプレシン(DDAVP)投与患者では、検査結果が高値になることがある
ため使用しないこと。」が記載されております。

※ 専用容器（アプロチニン入りEDTA管）に採血後、直ちに十分混和し冷却遠心分離後、血漿を凍結して
ご提出ください。

180分 後
負荷ｺｰﾄﾞNo. 5015 5016 5017 5022 50235018 5019 5020 5021

30分 60分 90分 120分 150分

負荷ｺｰﾄﾞNo.

時間 前

グルカゴン
(項目ｺｰﾄﾞ：5014)

血漿
0.7mL

検　査　項　目 検体量

15分

凍結

※グルカゴンの負荷コードNo.は下記を参照ください。

容器

60分 120分

3～4

13
235点

(生化Ⅱ)
RIA2抗体法

3.8以下
(pg/mL)

FEIA法
Ratio 1.00以下(単位無し)

抗核抗体/FEIA
(項目ｺｰﾄﾞ：5034)

血清
0.3mL

冷蔵

5032
前

5025
150分

5030 5031
180分

No.14-09
2014年3月

検体量 基　準　値 （判定基準）検査方法実施料

新規受託項目のお知らせ

検　査　項　目 保存 所要日数

検　査　項　目 検体量 保存 所要日数

時間
※抗利尿ホルモン(ADH)(AVP)の負荷コードNo.は下記を参照ください。

15分
5026

30分
5027 5033

90分
5028 5029

抗利尿ホルモン
(ADH)(AVP)

(項目ｺｰﾄﾞ：5024)

血漿
2.2mL

凍結 7～9

150点
(生化Ⅱ)

RIA2抗体法
71～174
(pg/mL)

溶血は低値の影響
があります。ま
た、乳びは高値の
影響があります。

5～8

1
110点
(免疫)

保存 所要日数

容器 実施料

容器 実施料

16

検査方法

(＋)1.00を越える
(－)1.00以下

基準値 備考

基準値 備考

デスモプレシン
(DDAVP)投与患者の
検体でのご依頼は
避けてください。
溶血および乳び検
体でのご依頼は避
けてください。

検査方法

後

記


